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国内の法人／個人における ITリ
ソースの利用形態が十数年前と比較
して劇的に変化したことに伴い、事
業者の提供する通信サービスや通信
インフラに求められるニーズは大き
く変化してきている。IDCではそう
した中、通信事業者および通信イン
フラベンダーの競争は、「通信アク
セスのラインナップ増強と組み合わ
せの多様化」、「通信性能の高度化と
利用者体験の最大化」、「サービス（ア
プリケーション）利用に最適化され
た通信インフラの実現」、「グローバ
ルシームレスな通信環境の提供」と
いった 4つの分野で激化しつつあ
るとみている。本調査レポートでは、
これらの 4つの競争軸を、「Network 

Variety & Combination」、「Network 

P e r f o r m a n c e & E x p e r i e n c e」、
「Service Centric & Optimization」、
「Global Expansion & Seamless」と
した上で、それぞれの競争軸におい
て通信事業者および通信インフラベ
ンダーの具体的な戦略動向と将来展
望に関する分析を「マルチネット
ワーク戦略分析」として実施してい
る。その中で IDCでは、通信事業

者や通信インフラベンダーを中心と
した国内事業者に対する詳細な取材
結果を活用している。
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リサーチアナリストの鳥巣悠太氏
は、マルチネットワーク時代におい
て「IoT（Internet of Things）の急成
長より、多様化する通信アクセスの
種類や組み合わせに応じた柔軟な
ネットワーク設計、QoE（Quality of 

Experience）情報を API（Application 

Programming Interface）としてOTT

（Over The Top）ベンダーと共有する

ことによるレベニューシェアモデル
の確立、ICTリソースの管理／可視
化などのネットワークにおけるクラ
ウド連携機能の更なる強化、国内外
でのボーダレスなネットワークプ
ラットフォームの構築などが重要に
なる」と語っている。

ＩＤＣ Japan

内ベンダーのマルチネットワーク戦略分析を発表
ＩＴリソース利用形態の変革により、通信サービス／通信インフラの競争軸は大きく変化
マルチネットワーク時代には、IoTの急速な普及に伴った柔軟なネットワーク設計や
ユーザーのQoE情報を活用した新しいレベニューモデル確立が急務になる

国

IDC Japan は、国内ベンダーのマルチネットワーク戦略分析結果を発表した。今回の調査では、昨今において通信事業者と通
信インフラベンダーの競争軸に変化が起きていることに着目し、そうした事業者の戦略動向と将来展望に対して提言を行って
いる。
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佳境に入るFMCバンドル競争

多様化する中継系事業者の
アクセスプラン競争

アクセス系事業者による顧客
取り込み戦略の推進
IoTに波及する

MVNOのアクセスサービス競争

閉域網サービスと主要クラウドの
融合加速
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モバイル通信の高速化サイクル
の短縮

通信事業者のインフラ投資対効果
合理化への動き

通信事業者の通信品質改善
に向けた取り組み加速

通信インフラベンダーのユーザー
体験向上に向けた開発競争

クラウドサービスの台頭によるDC
ネットワークのSDN化進展の兆し
DCネットワークのアプリケーション
セントリック化への取り組み

Wi-Fiインフラのクラウドサービス
連携の進展

国境をまたぐシームレスなモバイル
通信サービスの登場

国内企業向けのグローバルWAN
提供競争の拡大

グローバルネットワークの
統合運用に向けた取り組み
IoTネットワークのグローバル
カバレッジ競争本格化

マルチネットワークサービスの 4つの競争軸における事業者動向
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